
【実施レポート】 vol.3 フィールドワーク

日時：2022年 11月 12日(土) 13:30～16:30

会場：204号→大牟田中心市街地→タツミヤビル2F

■参加者 ■ゲスト

■内容

■実施風景

■所感

人数：26名

高校生から30代まで幅広く

参加がありました。

冨山 博史

グリーンバード大牟田 代表
まちのそうじをするグリーンバード大牟田を立ち上

げ、西鉄大牟田駅前のカフェ204号を運営。ま

ちなかでのマルシェやDIYイベントなど企画する、

まちの仕掛け人。

10代(高校生)から30代までの26名が参加しました。大牟田駅西口広場・204号のカフェ前に集合し、空き家・空き

ビル・空きスペースでのDIYイベントによる活性化事例の講義後、フィールドワーク(まちあるき)を行いました。JR大牟田

駅の駅長に案内いただき、空きテナントや宿直室・屋上の見学、大牟田未来共創センターの梅本さん案内の駅前ビ

ル、凸版印刷の中村さん案内の旧大牟田商工会議所(aurea)、福岡大学のインターン生の案内による旧美スズを

見学しました。その後、銀座通り商店街のタツミヤビル2Fで、見学した場所を参考に「高校生・大学生・社会人・起

業・観光・イベント・その他」のテーマごとにイベント・プロジェクトのアイデア出しワークショップを行いました。テーマごとに多

様な企画アイデアの意見交換と発表を行いました。

冨山さんの大牟田に対する想いや、大牟田のポテンシャルの導入話をもとに、各空きスペース等を見学していく中で、参

加者が「空き家が多いことはマイナスなことしかないと思っていたけど、いろんな取り組みやイベントができるからプラスのこと

も多いんですね」と口にしており、最後の意見交換では多くのアイデアが出ていました。

令和4年度・大牟田市 若者発！つながるまちなかづくり事業
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